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核
医
学
で
は
微
量
の
皿
を
用
い
て
生
理
機
能
、
代
謝
機
能
を
画

像
化
し
て
病
気
の
診
断
、
治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
と
く
に
悪

性
腫
瘍
の
診
断
と
治
療
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
一
年

間
に
行
わ
れ
て
い
る
核
医
学
検
査
は
一
九
○
万
件
に
達
し
、
骨
、

心
臓
、
脳
、
腫
瘍
の
順
に
多
く
、
骨
検
査
の
大
部
分
は
ガ
ン
転
移

の
診
断
で
あ
る
。
Ｘ
線
よ
り
骨
転
移
を
早
期
に
発
見
で
き
、
し
か

も
全
身
像
が
撮
影
可
能
で
骨
転
移
を
来
た
し
や
す
い
肺
ガ
ン
、
乳

ガ
ン
、
前
立
腺
ガ
ン
な
ど
で
は
不
可
欠
の
検
査
と
な
っ
て
い
る
。

Ｃ
Ｔ
機
器
や
皿
製
剤
の
開
発
が
進
ん
で
、
モ
ノ
ク
ロ
ナ
ー
ル
抗
体

や
ホ
ル
モ
ン
受
容
体
な
ど
、
腫
瘍
特
異
性
を
生
か
し
た
新
し
い
核

医
学
診
断
、
治
療
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
臨
床
に
応
用
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
ス
略皿

に
よ
る
ト
レ
ー
サ
ー
（
追
跡
子
）
法
を
初
め
て
生
理
学
に
応
用

62

日
本
に
お
け
る
核
医
学
の
先
駆
者
・

森
信
胤

小
田
皓
一

し
た
の
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
ヘ
ブ
シ
イ
で
、
一
九
四
三
年
「
放
射
性

ト
レ
ー
サ
ー
法
の
開
発
」
に
よ
り
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し

「
核
医
学
の
父
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

我
が
国
で
は
、
一
九
三
八
年
に
理
化
学
研
究
所
に
最
初
の
小
型

サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
が
完
成
し
、
仁
科
芳
雄
研
究
室
で
日
本
で
初
め

て
皿
の
生
理
学
的
研
究
を
行
っ
た
の
が
、
帝
国
女
子
医
学
薬
学
専

門
学
校
（
現
東
邦
大
学
医
学
部
）
の
生
理
学
教
授
で
あ
っ
た
森
信
胤

で
あ
る
。

森
は
一
九
○
三
年
に
岡
山
県
笠
岡
市
で
生
ま
れ
、
一
九
三
○
年

に
日
大
医
学
科
を
卒
業
。
小
児
科
開
業
医
の
長
男
で
あ
っ
た
が
臨

床
よ
り
も
研
究
に
関
心
が
強
く
、
郷
里
に
近
い
岡
山
医
大
で
生
沼

曹
六
教
授
に
つ
い
て
生
理
学
、
と
く
に
電
流
の
生
物
に
及
ぼ
す
作

用
に
つ
い
て
の
研
究
に
従
事
し
た
。
一
九
三
五
年
に
帝
国
女
子
の

生
理
学
助
教
授
、
つ
い
で
教
授
に
就
任
し
、
放
射
能
に
つ
い
て
の

研
究
の
た
め
に
理
化
学
研
究
所
の
嘱
託
と
な
っ
た
。
日
本
に
お
け

る
原
子
物
理
学
の
開
祖
と
も
い
わ
れ
る
仁
科
は
、
笠
岡
の
東
隣
の

里
庄
町
の
出
身
で
森
の
生
家
か
ら
近
く
、
仁
科
の
兄
の
家
族
が
森

の
父
の
診
療
を
受
け
て
熟
知
の
間
柄
で
あ
っ
た
。

理
研
で
は
ガ
イ
ガ
ー
ミ
ュ
ー
ラ
ー
計
数
管
を
自
作
す
る
な
ど
苦
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心
を
重
ね
、
一
九
三
七
年
に
完
成
し
た
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
２
Ｐ
や
４
恥
を
利
用
し
、
こ
れ
ら
元
素
の
生
体
内
の
動

き
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
た
。
↓
恥
に
よ
る
ト
レ
ー
サ
ー
研
究
は

世
界
で
も
最
初
で
あ
り
、
学
生
の
講
義
と
理
研
で
の
研
究
を
か
け

持
ち
し
夜
を
徹
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
戦
時
中
も
日
本
に
お
け
る

先
駆
的
な
ト
レ
ー
サ
ー
研
究
は
続
け
ら
れ
た
が
、
戦
後
は
占
領
軍

に
よ
り
中
止
を
命
じ
ら
れ
、
大
型
を
含
め
て
二
つ
の
サ
イ
ク
ロ
ト

ロ
ン
は
東
京
湾
に
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
仁
科
研
究

室
で
の
研
究
は
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
終
戦
と
父
の
死
去

も
あ
っ
て
郷
里
に
帰
っ
て
小
児
科
医
院
を
継
承
し
、
開
業
医
と
し

て
過
ご
し
医
師
会
長
に
推
さ
れ
て
い
た
。

戦
後
、
放
射
能
の
生
物
に
及
ぼ
す
影
響
と
い
う
問
題
は
、
医
学

的
に
も
社
会
的
に
も
重
要
な
関
心
事
と
な
り
、
虹
を
利
用
す
る
研

究
が
可
能
な
時
代
と
な
っ
た
。
一
九
五
一
年
、
森
は
母
校
の
日
大

生
理
学
教
授
に
就
任
し
、
生
涯
の
研
究
テ
ー
マ
と
な
っ
た
放
射
能

の
生
物
学
的
研
究
を
再
開
し
た
。
森
の
ト
レ
ー
サ
ー
研
究
は
先
端

的
な
研
究
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
日
本
の
学
会
を
リ
ー
ド
し
た
医

学
部
代
表
教
授
を
経
て
一
九
七
三
年
に
定
年
退
職
し
、
一
九
八
二

学
部
代
表
教
授
を
経
て
三

年
に
七
九
歳
で
死
去
し
た
。

著
書
に
「
生
理
学
実
習
要
綱
」
（
一
九
三
六
）
、
『
生
理
学
通
論
」

（
一
九
三
八
）
、
「
科
学
の
泉
ｌ
血
液
』
（
一
九
四
四
）
、
『
原
子
力
と
医

学
ｌ
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
の
医
学
的
利
用
」
（
一
九
五
七
）
、
「
放
射
能
の

生
理
学
的
研
究
』
（
一
九
六
七
）
な
ど
が
あ
る
。
生
理
学
者
で
あ
っ

た
が
、
医
学
史
に
も
深
い
関
心
を
持
ち
つ
づ
け
、
学
生
に
対
し
て

機
会
あ
る
ご
と
に
医
学
史
に
つ
い
て
の
講
話
を
行
い
、
戦
前
す
で

に
『
生
理
学
を
中
心
と
し
た
医
学
史
」
（
一
九
四
一
）
を
、
戦
後
も

『
か
く
て
医
学
は
生
ま
れ
た
」
二
九
四
八
）
な
ど
の
著
作
が
あ
る
。

（
医
療
法
人
お
だ
う
じ
会
小
田
病
院
）


